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で すが，そ の メ カ ニ ズ ム は ，精子 の 先体反応誘起率 が

高 く な る た め で し よ うか 。そ れ とも透明帯や卵子細胞

膜 の 変化に よ る の で し よ うか ．

　回答　　　　　　　　　　（東京大）佐藤　孝道

　Ca＋＋ イ オ ソ と多精子受精の 関係は，精子 に 対す る作

用 と， 卵そ の もの に 対す る作用の 両方 が考 えられ ま す．

　57．ヒ ト卵胞卵体 外受精検討の 試み

　　　　　　　 （東邦大）久保　春海，片山　　進

　 目的 ：近年，諸外国 に お け る 体外受精法 を用 い た 不

妊症治療の 有用性 は刮 目に値する もの がある．し か し ，

ヒ ト卵子 の 回収，受精，培養方法は各機関で まち まち

で あり， 成績 も異なつ て い る．

　方法 ：今回 ，我 々 は 1）骨盤内視鏡法〔culCloscopy ）

を用い た ヒ ト卵胞卵 の 回 収方法 ，
2） 自然排卵周期 お よ

び 誘発剤 （clomiphene ・HCG ）使用周期で の 回収卵 子 の

in　vitro の 成熟 率 ， 受精率の 差 の 検 討，3）精子処理方

法   遠沈処理法 （395g× 5 分），  7．5％ w ／v 　Ficol1

洗浄法 ，   o ．05％w ／vtrypsin 処理法 の 違い に よ る受

精率 の 差，4）Hamster 　testで 60％以．ヒ群 と40％以下

群の 2群に被検精液を分類 して 受精率 の 差 の 検討を行

な つ た．培 養液は Ham 　F10 ＋ 10％人 血 清，培養条件 は

5 ％CO2　in　air で 行 なつ た ．

　成績 ：culdoscopy に よ る ヒ ト卵子 の 回 収率 は 90人

の 被検者の 274卵胞 よ り193卵 （平均2．1卵／人） で あつ

た．自然排卵周期で の 回 収卵 は 42卵 で あり，回収後 6

h 以内に 25卵 （59．5％）が，12h後に 38卵 （90．5％）が

IPB を放 出，受精率は 20卵中 14卵 （70．0％）で あ つ た ．
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誘発剤使用群 で は 成熟率は 各・k　49卵 （39．8％），58卵

（47．2％）で 受精率は 31卵中21卵 （67．7％）で あ り，

’
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群に有意差を認 め なか つ た （P ＜ 0．1， X2・test）．精子

処 理 法 の 差 で は trypsin処 理 群 で 受 精 率 12／15卵

（80．o％），　Ficoll処 理 群 10／15卵 （66．7％），遠沈処理群

7／15卵 （46．7％）で
，
trypsin 処理群の受精率 は他群に

比 し 有意差 （P ＜ 0．05）を認 め た ．ま た Hamster 　test

に よ る60％以上群 の 受精率は 7／11卵（63．6％），
40％以

下群 で 5／12 （41．7％）， P 〈 0．01で あつ た ．

　独創点 ：culdoscopy に よ り卵を回収し ， 排卵方法 の

差異 お よ び精子処理方法 の 違い に よ り in　vitro で の 成

熟率，受精率を比較検討した 報告は未だ 無 い ．

　質問　　　　　　　　　　 （東邦 大）百瀬　和夫

　採卵手技と し て
，
Laparoscopy と Culdoscopy を比

較 して ，どの よ うに 考え る の か ．た と えば採卵率 ， 反

復性 な どの 点 で ．

　 回答　　　　　　　　　　（東邦大）久保　春海

　 1） ク ル ドス コ
ープ に よ る採卵法の 長所 に つ い て は

以下 の 如 くで す．

　 1，前処置及び麻酔方法 が簡便である．

　 2．人工的気腹 を用 し な い ．

　 3．反復性がある．

　 4 ，傷跡が 残 らな い 等 で あ り ま す．

　 2） ク ル ドス コ ピ
ー

に よ る採卵率 と ラ パ ク ス コ ピー

に よ る採卵率 との 差 は諸家 の 報告 と比較 い た し ます

と，ク ル ド1．9／patient に 対 し て ラ バ ロ 2．1〜2．5／

patient程度 で あ る と思い ます．
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　58．妊 娠 ・産 褥 に お け る 血 漿 お よ び 子 宮 組 織

fibronectinの 動態

　　　 （奈 良医大）

　　　　　　佐藤　　優， 斎藤　　滋，
一

條　元彦

　目的 ：fil〕ronectin （FN ）の 生 物学的意義 は 多方面 に

及び注 目され て い る．産科領域 に お い て も妊娠各期 の

そ の 動態 に 興味が持た れ る所以 で ある．我 々 は ヒ トお

よ び ラ ヅ トを 用い て 妊娠 各期母 児 の 血 漿 FN の 変動

及 び 子宮頚部 の 組織化学的検討 を 行な つ た．

　方法 ：FN 及 び そ の 抗体 は Zardiの 方法 に 準 じ ヒ ト

お よ び ラ ヅ ト よ りそ れ ぞ れ 作 成 し た ．ラ ッ ト 血 漿

AFN の 変動 を 母 体 で は 妊娠全期及び産褥 5 日ま で ，

ま た 胎 仔 で は 18日 よ り生後 5 日 ま で single 　 radial

immunediffusion法に て 測定 し た ．子宮頚部 の 組織化

学的検討は 螢 光抗体法 （間接法）お よ び酵素抗体法 （直

接 法）を用 い ，妊娠20日， 分娩 当 日，産褥 3 日 ま で 行

なつ た．

　成 績 ： ラ ッ ト 母 体 血 漿 FN は 非 妊 時 に て 956．4±

76．3μg／ml で 妊娠 15 日に は 893．2± 82．8 と減 少傾 向を

示 し 妊娠20日 に は 1075．7± 69．0と著明に 高値 とな り分

娩後 1 日に は 856．1± 76．6 と急激 に 減少 し 以後漸増 し

た． ヒ ト で は 非妊時342．1± 53．9に 比 し 妊 娠中期 で

287．6± 55．0と有意 に 低値で ，分娩時 417 ．7± 125．1と有

意 に 高値を 示 し た ．ラ ッ ト胎仔 血 漿 FN は 妊娠 18日で
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